
右肩上がりの成長
大量生産・大量消費社会

急激なコスト削減
市場の成熟化

若年人口の減少、２００７年問題
国際的人材獲得競争

人材活用

・技術習熟力重視
・年功賃金による高い
勤労意欲維持

・正規社員主体の長期
雇用

・価値創造力・問題解決力
重視

・成果主義導入等の人事
改革

・非正規社員比率の上昇
・個人の働き方の多様化

・ＯＪＴ等による長期的な
人材育成（企業丸抱え）

人材育成 ・教育訓練費の削減
（企業の丸抱えは不可能）

・採用削減

・即戦力採用、学歴不問を

標榜。

・女性・高齢者・外国人等の多様な人材活用
・企業の能力開発の再強化の必要性

新しい人材マネジメントの確立

学校教育

・受験システムに立脚した知識教育偏重。
・社会経済ニーズと乖離した教育カリキュラム

×・産業界は学校教育
に多くを期待せず

加速する企業のグローバル展開に対応
した人材育成

専門知識に加えて、それを活かすための
実践的教育の実施

産業界と教育界の共同による、
産業人材の育成供給インフラの再構築

旧秩序（～９０年代）
～潜在能力（≒学歴）

による採用～

混沌期（バブル崩壊後）
～即戦力採用と教育システム

のミスマッチ～

新秩序（今後）
～能力主義に対応すべく再構築～

・産業界のニーズと学校
教育の不一致による
問題の顕在化
・早期離職の増大
・ニート・フリーターの増加

早期からの職業観の涵養

新たな課題

企
業

学
校

経
済
環
境

産業人材施策の基本的な考え方産業人材施策の基本的な考え方 産業人材を巡る状況の変化産業人材を巡る状況の変化 １
資料３

人材育成のターゲットは？

上司などの直接の指導を
受けずに自分ひとりで勉
強

仕事から離れて行う訓練
（階層別研修，専門教育，
選抜研修など）

上司や先輩の指導のもと
職場で働きながら行われ
る訓練

定義

自己啓発Off-JTOJT形態

出典：H19.9.13 宮城県民大学講座資料
（東北大学大学院経済学研究科 藤本雅彦准教授の講義資料より）

一般的な会社での能力・態度の構造モデルを参考に

役割行動

知的ｽｷﾙ/
運動技能

概念的
知識

態度・価値観・企業文化

基礎的能力・資質

直接観察可能な領域
（目に見える領域）

間接的にしか観察
できない領域

（目に見えない領域）

会社内学習
の対象領域

＝入社前



企業が求める人材（技術者）の姿

知識 スキル

発想する力

アイデアを実現する力

大学 企業

死の谷？

実務を遂行する能力

大学 企業産学連携

今は

これからは

出典：H19.9.12 経済産業省 中小企業産学連携製造中核人材育成事業シンポジウム配付資料
（キヤノン（株）コアテクノロジー開発本部 鵜澤俊一氏講演資料より）

　　　　　　産業人材育成プラットフォーム

　　　情報共有・調整・実践

<<構成機関の持つ資源を活用した連携>>

産業界
東経連・工業会…

教育界
大学・高専・高校…

行 政
県・仙台市・国･･･

ｲﾝﾀー ﾝｼｯﾌﾟ推進部会

ｷｬﾘｱ教育(ものづくり)

　　　　　　　　推進部会

（事務局・宮城県）

イノベーションを支える高度人材、起業家の育成

キャリア教育、起業教育の推進支援

大学におけるインターンシップ拡充

機

能

産業人材育プラットフォームーム

地域産業を担う人材の育成 →人材育成機関の連携組織地域産業を担う人材の育成 →人材育成機関の連携組織

例えば
■インターンシップの質量向上
■企業による実習指導拡充
■課題解決型学習ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ実践

↓ など
学校現場の負担軽減
・学校と企業を仲介する

コーディネーターの養成
・国の育成メニュー獲得

高校の場合



みやぎ産業人材育成プラットフォーム参加団体

東北経済連合会 中小企業基盤整備機構東北
支部（中小企業大学校）

宮城県基盤技術高度化支援
センター（ＫＣみやぎ）

東北ニュービジネス協議会 みやぎ産業振興機構 東北経済産業局

宮城県経営者協会 仙台市産業振興事業団 宮城労働局

宮城県商工会議所連合会 テクノプラザ宮城 仙台市

宮城県商工会連合会 宮城県職業能力開発協会 仙台市教育委員会

宮城県中小企業団体中央会 東北大学（産学連携推進本
部）

宮城県

みやぎ工業会 宮城工業高等専門学校 宮城県教育委員会

雇用能力開発機構宮城セン
ター

宮城県高等学校工業教育研
究会

プラットフォームを活用した体系的な
育成体制の構築

産業人材育成に向けた取組例

小中学生
しっかりとした勤労意識
　・職業観・社会関係性の醸成

職場体験の協力先の拡大
ものづくり体験のプログラム開発・提供
経済団体によるキッズマートの企画実施

高校生
スペシャリスト（専門高校）の育成
詳細な職業観の醸成

インターンシップの質・量の充実
課題解決型学習プログラムの提供
多様な職業を知る機会・イベントの実施

高専生
・高技専生

ものづくり系の技術開発人材
・現場マネジメント人材の育成

大学生
技術・経営人材
　・研究開発人材の育成

企業人材
企業ニーズに対応した能力向上
起業家・社内起業家育成

大学・高専への派遣
各種研修機会の創出

経営者 マネジメントの質の向上 経営者塾の実施

長期インターンシップの普及・一般化
ビジネススクールの設置

人材育成のステージ

協議会参画の各団体・

機関の連携による

体系的な人材育成

メニューの整備

※既存のメニューの

整理と今後必要な人

材育成事業の拡充

産業人材の体系的な育成体制の実現



対
象

　
目
的

小学生 中学生 高校生

理
科
教
育
・
も
の
づ
く
り
を
志
向
す

る
人
材
の
養
成

社
会
人
基
礎
力
養
成

（
イ
ン
タ
ー

ン
シ

ッ
プ
含
む

）

G1:就職活動実践セミナー
G4:先生・生徒の職場見学会

G5:高校生就職ガイダンス　　　　【厚労省】

G2:職業講話（キャリア探索プログラム）　【厚労省】

G6:若年者ジョブサポーターによる就職支援　【厚労省】

A11,M64:高校生もの作りｺﾝﾃｽﾄ　【ものづくり実行委】

A29:産業界と工業関係高校等との教育懇談会
【高等学校長協会工業部会】

A13,M66:ﾛﾎﾞｯﾄ相撲大会　【ﾛﾎﾞｯﾄ相撲実行委】

A14,M65:ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃｽﾄ　【ﾛﾎﾞｯﾄｺﾝﾃｽﾄ実行委】

A15:工業教育研究会各分科会

【高等学校工業教育研究会】

C14,G21:工業高校実践教育導入事業／ｸﾗﾌﾄﾏﾝ21

【みやぎ工業会／経産省／県教委／文科省】

G24:地域自律・民間活用型ｷｬﾘｱ教育ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ　【ﾊﾘｳｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ(株)／東北経産局】

G25:理科実験教室ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ／理科支援員配置事業

【ﾊﾘｳｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ㈱／経産省／県教委／文科省】

G26:起業教育　【経産省】

G27-31:自分づくり教育推進事業　【仙台市教委】

G32:ｷｬﾘｱ･ｽﾀｰﾄ･ｳｲｰｸ　【県教委/仙台市教委】

G33:市立高校進路指導支援事業　【仙台市教委】

A9,G34,M63:インターンシップ　【各学校】

G35:市立高校生ｽｷﾙｱｯﾌﾟ事業　【仙台市教委】

G36:サイエンス・サロン　【JSTｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾌﾟﾗｻﾞ宮城】

G37:WOW!ふしぎワールドりか探検

【JSTｲﾉﾍ゙ ｰｼｮﾝﾌﾟﾗｻﾞ宮城】

M27:「しごと発見ノート」の作成　【宮城県】

M28:「みやぎ仕事作文コンクール」の実施　【宮城県】

M60:職業観を育む支援事業　【県教委】

M61:ｷｬﾘｱ教育総合推進事業　【県教委】

M64:高度熟練技能者による実技講習　【職能協会】

M62:日本版デュアルシステム　【県教委】

M67:ものづくり体験教室（専門高校生の出前授業）　【県教委】

M76:青少年長期自然体験活動支援事業　【県教委】

M78:起業教育推進事業　【県教委】

13歳の社会へのかけ橋事業　【県教委】

M29:みやぎの若者の働く力を高める月間　【宮城県】

ハローワーク体験ツアー　【厚労省】

職業レディネステスト，職業適性検査　【各学校】

私のしごと館　【雇用・能力開発機構】

M34:名工の"ものづくり教室"　【宮城名工会】

G3:ジュニアインターンシップ　　【厚労省】

インターンシップ関係

工業高校生の技能向上

ものづくり体験

理科実験

起業教育

就職支援

対
象

　
　
目
的

社会人（在職者）

技
術
者
養
成

A1,C15G20:,「みやぎ新世代技術者養成カレッジ」

（高専等を活用した中小企業人材育成事業）
【宮城高専／産振機構／経産省】

M13,G38-52:高度技術者養成研修
　・商品企画コース
　・三次元設計コース
　・組み込みソフトウェア開発コース
　・トレンドセミナー
　・品質工学
【宮城県産業技術総合センター】

G10:若年者ものづくり人材育成促進事業
G11:技能継承等支援センター事業
【職業能力開発協会】

G15:在職者訓練
【雇用・能力開発機構/宮城県】

A4,M12:MEMS人材育成実証講座　【ICR／東北大

／経産省】

A6:次世代医療関連産業中核人材のための実践
的教育システム　【東北大／経産省】

A5:医療工学技術者創成のための再教育システ
ム　【東北大／文科省】

G19:中小企業産学連携
　　　製造中核人材育成事業　　【経産省】

A7:半導体・ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ産業における次世代中核ﾘｰﾀﾞｰ育成事業

【（株）ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ･ｱﾗｲｱﾝｽ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ／東北大学】
H19～自立化

M14:技術セミナー
【宮城県産業技術総合センター】

M26:認定職業訓練補助事業
M15:自動車産業技術者派遣等奨励金　【県】

M11:自己革新型ものづくり企業群育成に必要な重

層的産業人材育成事業　【東北産業活性化セン
ター／岩手大／経産省】

製造中核人材・高度技術者養成

Copyright© 2007. Miyagi 
Prefectural Government. All Rights 

Reserved

棚卸し結果から事務局が捉えた課題：
行政

 取り組みはもっと連携できる
→従来「就職支援」の枠組みで行っていた事業は，相当程度「キ

ャリア教育」に有益なものが含まれている 等

 富県宮城の実現のための人材育成とは
 高度技術人材（大学・高専）

 製造中核人材，一般技術者・技能者の確保（工業高
校）

 既存企業のレベルアップ

等々 対象をしぼった体系的な取り組みが必要



Copyright© 2007. Miyagi 
Prefectural Government. All Rights 

Reserved

棚卸し結果から事務局が捉えた課題：
教育

 「キャリア教育」「技能・技術教育」の段階別到
達目標を共有したい

→資源の効果的な投下のための必須条件

→産業界・行政の協力を得るためにも必要

 キャリア教育の断片化・分断化
→「キャリア教育」のメイン・プレーヤーは誰？

→カネの切れ目が仕事の切れ目でいいのか

 教員のスキル向上の必要性は
→生徒のインターンシップは今後ますます充実。教員は？

 地域の企業ニーズと大学の教育カリキュラム
のマッチングを！

Copyright© 2007. Miyagi 
Prefectural Government. All Rights 

Reserved

小・中・高校生のキャリア発達と人材育成
小学校 中学校 高等学校・高専

進路の探索・選択にかかる
基盤形成の時期

現実的探索と暫定的選択の時期
現実的探索・試行と

社会的移行準備の時期

・自己及び他者への積極的関心の形成・発展
・身のまわりの仕事や環境への関心・意欲の
向上
・夢や希望、憧れる自己イメージの獲得
・勤労を重んじ目標に向かって努力する態度の
形成

・肯定的自己理解と自己有用感の獲得
・興味・関心等に基づく勤労観、職業観の形成
・進路計画の立案と暫定的選択
・生き方や進路に関する現実的探索

・自己理解の深化と自己受容
・選択基準としての勤労観、職業観の確立
・将来設計の立案と社会的移行の準備
・進路の現実吟味と試行的参加

小学校・中学校・高等学校 キャリア教育推進の手引より
（文部科学省：平成18年11月発表）小学校・中学校・高等学校におけるキャリア発達

科学するこころ
身近な職業に触れる

ものづくり体験
理科の楽しさ

働くことのことの意義
進路計画・職業体験

ものづくり職業体験
ものづくりの重要性の理解

社会人としての基礎
進路選択・職業体験

ものづくり基礎技術
ものづくりの仕事・産業を理解

一般論

ものづく
り特化

ものづくり体験

理科教育/理科実験

ジュニアインターンシップ

工業高校生の技能向上

キャリア教育/起業教育

就職支援

代表的な
取り組み

職場体験
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産業人材育事業の一例

企業立地促進法人材養成等支援事業採択（11月5日）

階層 分 野 高 度 専 門 技 術
基 盤 技 術

　 ・ 構 造 知 識
人 材 確 保

製 造 業 Ｐ Ｒ
キ ャ リ ア 教 育 高 度 専 門 技 術

組 込 ソ フ ト
自 動 車 関 連 CA E、 計 測

基盤 技 術
　 ・構 造 知識

人 材 確 保
製 造 業 PR

キ ャ リ ア 教 育 CA E

技 術 人 材 の 養 成

テ ー マ

小 ・ 中 学 校

高 　 校

企 業 在 職 者

経 営 者

大 学 ・ 高 専

自 動 車 関 連 技 術 者
養 成
・組込ソフト
・自動 車関連ＣＡＥ
・計測

ＣＡＥ研 修
・構造解析 等

製造 業ＰＲ
・就 職セミナ ー
・製 造業 説明 会
・工 場ツアー
・イベント　等

構造 知識研 修
・高 機能 ユニット

・人材セミナー

キ ャリア教 育
・カリキュラム開 発
・データベース　等

圏 域開 催

仙 台 市域

Ｂ高 度 電 子 機械 産 業
人 材 育 成事 業

Ａ自 動 車 関 連産 業
人 材 育 成 事業

カイゼ ン研修
・生産 管理
・工程 管理 　等

技術人材の 養成 人材確 保 人材 の裾 野拡 大 技術 人材の養成

経済産業省経済産業省 文部科学省文部科学省

県工業高県工業高

石巻工業高石巻工業高

気仙沼向洋高気仙沼向洋高

市工業高

企業A 企業B

企業C

企業F

技術者による
学校での指導

生徒の現場実習
・工場見学

教員の現場研修
短期・長期

ものづくりコンテスト、ロボットコンテスト

小中学校への出前授業、講演会 ・・・

企業E

企業D

最大１４百万円×３年 最大１６百万円×３年

みやぎ建設総合センターみやぎ建設総合センター

県教育委員会県教育委員会みやぎ産業人材育成ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
～連携の仲立ち～

みやぎ産業人材育成ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
～連携の仲立ち～

仙台市
教育委員会

仙台市
教育委員会

みやぎ工業会みやぎ工業会

連携企業の開拓・調整

クラフトマン２１（工業高校の実践的な人材育成）を契機に

学校への指導・助言

技術者の学校派遣（指導、講演）

生徒や教員の受け入れ（見学、実習、研
修）

連 携


